
第80号

編集・印刷：株式会社 ニチコミ　福岡市博多区博多駅東1-13-6 竹山博多ビル7F ☎092-292-6538

発行：福岡市東区ねんりんクラブ連合会  福岡市東区箱崎2丁目54-1  TEL 092-645-1074

平成 29 年 1 月 1 日発行（1）第80号

香椎かもめ大橋から撮影

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

 

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

ねんりんク連事業

演芸大会▶

▲ソフトダーツ大会

主な記事
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12ページ舞松原校区の
歴史

シリーズ

ふる里に歴史
あり
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8
月
30
日
（
火
）、
東
体
育
館

2
階
競
技
場
に
て
、
第
7
回
東
区

高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
人
気
の
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
に

は
各
校
区
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た

１
１
０
名
が
参
加
。
上
位
25
名
は

市
大
会
へ
出
場
す
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、皆
さ
ん
真
剣
そ
の
も
の
。

［カウント・アップ］ 順位
順位 名　前 校　区
1 石橋　 英夫 香椎東
2 永田　 利治 香住丘
3 森本　 勝　 城　浜
4 篠崎 恵美子 西戸崎
5 松井　 武人 三　苫
6 陶山　 巌　 舞松原
7 柴田　 武　 舞松原
8 塩見 美知子 三　苫
9 藤野　 健児 名　島
10 鈴川　 紀昭 青　葉

［アンダー・ザ・ハット］優勝者
班 名　前 校　区
Ａ 舟越　 俊允 名　島
Ｂ 松田　 昭房 三　苫
Ｃ 杉本　 尚武 香椎東
Ｄ 松井　 武人 三　苫
Ｅ 川口　 辰哉 舞松原
Ｆ 森川　 久男 千　早
Ｇ 神崎　 渓子 松　島
Ｈ 今村 美栄子 香椎浜
Ｉ 宮下　 京子 香椎下原
Ｊ 楢崎　 清美 舞松原
Ｋ 田村　 民雄 城　浜

【大会結果】

最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ダ
ー
ツ
は
投
げ
る
時
に
集
中
力

が
養
わ
れ
、
得
点
を
暗
算
す
る
た

め
脳
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
激
し
い
運
動
も
な
く
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
手
軽
な
ス
ポ

ー
ツ
の
た
め
、
今
後
も
ダ
ー
ツ
人

気
は
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
で
す
。

いくつ
になっ

ても

楽しく
プレー

！

男性

女性

第7回東区高齢者ソフトダーツ大会

各校区の代表が腕試し

最高齢者賞

いくつ
になっ

ても

いくつ
になっ

ても

武内　勉さん（青葉校区）90歳
　昔からグラウンド・ゴルフはやっていますが、
1年程前からソフトダーツもやっています。真
ん中に当てようと集中したり、グラウンド・ゴ
ルフとは違った楽しみがあります。今は月に 2
回第 1、第 3土曜日に練習を行っています。

柴田　洋子さん（馬出校区）85歳
　ソフトダーツはかなり長くやっています。昨
年は校区で1位になりましたが市大会前に腕を
怪我して満足のいく結果が残せませんでした。
ソフトダーツはコミュニケーションもとれて楽
しいことばかりです。また、激しい動きではな
いので長く続けられます。

高得点を狙って
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ナイス
ショット

　
10
月
13
日
（
木
）、
雁
の
巣
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

東
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
2
7
4

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
風
が
涼
し
く
気

第24回　東区高齢者グラウンド・ゴルフ大会

慎重に狙って
狙うは

ホールインワン

矢
嶋
会
長
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
開
幕
！

巧
み
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
高
得
点

優　勝 薬師寺　 宏【和　白】
準優勝 宇土　 紘一【和白東】
第３位 酒井　 哲也【香　椎】

優　勝 梅田　 保信【香椎東】
準優勝 末岡　 光博【香椎東】
第３位 長井　 玉枝【千早西】

優　勝 藤野　 攻　【青　葉】
準優勝 前田　 英輝【松　島】
第３位 山田　 勝　【馬　出】

︽
大
会
結
果
︾

赤
コート

黄
コート

青
コート

持
ち
の
よ
い
1
日
で

絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
始
球
式
で

は
矢
嶋
会
長
が
見
事

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出

し
大
歓
声
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
刺
激
を

受
け
、
力
強
い
ス
イ
ン

グ
を
み
せ
ま
し
た
。
最

後
ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、

赤
コ
ー
ト
薬
師
寺
宏
さ
ん（
和
白
）、

黄
コ
ー
ト
梅
田
保
信
さ
ん
（
香
椎

東
）、
青
コ
ー
ト
藤
野
攻
さ
ん
（
青

葉
）
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
11
回 

東
区
高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

順　位 名　前 校　区
優　勝 深川　義治 東箱崎

準優勝 藤田　　明 香椎下原

第３位 谷口　善哉 西戸崎

第４位 竹林　和麿 西戸崎

第５位 稲田　嘉明 西戸崎

名　前 校　区
稲田 　嘉明さん（90） 西戸崎

橋口 寿美子さん（87） 香　椎

【大会結果】

【最高齢者賞】

　

11
月
25
日
（
金
）、
東
体
育

館
に
て
約
１
０
０
名
が
参
加
の

も
と
、
東
区
高
齢
者
健
康
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
体
力
が
な

く
て
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
試
合

開
始
前
後
に
は
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
や
輪
投
げ
、
モ
ル
ッ
ク
の
３

つ
の
種
目
の
体
験
会
も
行
い

ま
し
た
。

　
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
は
、
ひ
も

が
つ
い
て
い
る
ボ
ー
ル
の
投
げ

方
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
あ
え
て
床

に
ボ
ー
ル
を
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
高

得
点
を
狙
う
方
や
、
勢
い
よ
く

投
げ
る
方
と
様
々
。
皆
さ
ん
上

位
を
目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

好プレーに歓声！
楽しく健康づくり

力加減が難しい
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表彰式で金賞を受ける吉田英明さん

　
福
岡
市
在
住
の
高
齢
者
に
よ
る

力
作
、
秀
作
が
一
堂
に
会
す
る
、

福
岡
市
高
齢
者
美
術
展
が
10
月
20

日
（
木
）
～
25
日
（
火
）
ま
で
福

岡
ア
ジ
ア
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
終
日
の
表
彰
式
で
は
、
各
賞

の
表
彰
と
審
査
員
の
方
々
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
洋
画
、日
本
画
、書
、写
真
、

工
芸
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
員
が
受
賞

作
品
の
良
か
っ
た
点
や
改
善
点
な

ど
を
解
説
。
受
賞
者
は
さ
ら
に
良

い
作
品
を
つ
く
る
た
め
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
創
作
意
欲
を
か
き
た

て
て
い
ま
し
た
。

……●……●……●……入賞者（東区）……●……●……●……
賞　名 部　門 題　名 氏　名 所属老人クラブ

金　賞
日本画 五家荘 吉田　 英明 鶴寿会
写　真 秋の剣岳 園田　　 晃 一　般

銀　賞
洋　画 いざ出番 寺師　 博行 海の中道クラブ
洋　画 華 船越　 幸子 レインボークラブ親和会

銅　賞
洋　画 ため池のある風景 松山　 良昭 一　般
写　真 シルエット 毎原　 慶子 賛華会

奨励賞 工　芸 手まり遊び 園田　 輝子 一　般

第
₄₆
回
　
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

　
9
月
2
日
（
金
）、
東
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
東
区
男
女
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
開
か
れ
４
１
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
月
刊
生
涯

教
育
通
信
「
風
の
便
り
」
編
集
長

の
三
浦
清
一
郎
氏
を
迎
え
て
「
社

会
に
参
画
し
て
健
康
寿
命
を
伸
ば

そ
う
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
三
浦
氏
か
ら
は「
元

気
だ
か
ら
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

活
動
す
る
か
ら
元
気
な
の
で
す
」

と
社
会
に
関
わ
る
こ
と
で
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
な
ど

を
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
て
楽
し

く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
校
区
の
女
性
部
長

の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
を
行
っ

て
、
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
事
業

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
、
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
防
衛
策
を
学
び
ま
し
た
。 

東区男女リーダー研修会

い
つ
ま
で
も
健
康
で

活
動
的
に 講師の三浦清一郎氏

金　賞
写真の部『秋の剣岳』　園田　晃

金　賞
日本画の部『五家荘』　吉田　英明

銀　

賞

洋
画
の
部
『
華
』　
船
越
　
幸
子

力
作
1
2
2
点
が
一
堂
に

東
区
か
ら
7
名
が
入
賞

銀　賞
洋画の部『いざ出番』　寺師　博行
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福
岡
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

市
長
表
彰

■
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
功
労
者

　

稲
吉　

豊
秋

　

香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り
（
千
早
校
区
）

　

佐
藤　

悦
路

　

明
寿
会
（
美
和
台
校
区
）

　

村
上　

勇

　

健
生
会
（
香
住
丘
校
区
）

　

小
田　

敏
雄

　

シ
ニ
ア
若
楠
会
（
香
椎
東
校
区
）

市
長
感
謝
状

■
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
功
労
者

　

梶
谷　

勝
子

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

理
事
と
し
て
受
賞

　

ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
福
寿
会
（
千
早
校
区
）

　

菅　
　

邦
雄

　

東
水
谷
ひ
ま
わ
り
会
（
舞
松
原
校
区
）

　

梅
津　

和
義

　

松
島
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
（
松
島
校
区
）

　

小
森　

誠
樹

　

海
の
中
道
第
6
ク
ラ
ブ
（
西
戸
崎
校
区
）

　

江
口　

次
子

　

松
寿
会
（
美
和
台
校
区
）

　

德
丸　

加
代
子

　

花
園
会
（
香
椎
校
区
）

　

藤
原　

俊
廣

　

み
ど
り
の
会
（
香
椎
下
原
校
区
）

　

井
上　

禄
朗

　

明
友
会
（
千
早
西
校
区
）

　

太
田　

紘
一

　

若
葉
会
（
千
早
西
校
区
）

　

古
賀　

英
一

　

土
井
台
長
寿
会
（
青
葉
校
区
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

■
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
功
労
者

　

勝
目　

孝
夫

　

第
一
福
寿
会
（
筥
松
校
区
）

高
齢
者
福
祉
功
労
者
県
知
事
表
彰

福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
大
会

平
成
28
年
度
市
老
連
　
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　

香
椎
東
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

吉
原　

健
二

　

香
椎
浜
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

稲
冨　

義
弘

　

青
葉
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

矢
嶋　

崇

　

松
島
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

吉
岡　

正
行

　

綾
杉
会
（
香
椎
東
校
区
）

　

会
長　

栗
川　

賜
郎

　

第
九
明
寿
会
（
箱
崎
校
区
）

　

会
長　

長
沢　

正
彦

　

第
二
高
寿
会
（
和
白
東
校
区
）

　

会
長　

三
宅　

弘
行

　

高
寿
会
（
舞
松
原
校
区
）

　

会
長　

桜
井　

泰
子

　

香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
香
椎
校
区
）

　

会
長　

橋
口　

陽
一

　

明
和
会
（
美
和
台
校
区
）

　

会
長　

山
中　

敏
彦

　

平
成
会
（
和
白
東
校
区
）

　

会
長　

小
野　

文
義

　

ネ
ク
サ
ス
香
椎
泉
会
（
香
陵
校
区
）

　

会
長　

田
中　

嘉
則

　

ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
福
寿
会
（
千
早
西
校
区
）　

会
長　

齋
藤　

順
子

　

土
井
団
地
第
二
区
明
生
会
（
青
葉
校
区
）
　

会
長　

弥
富　

勇

　

み
な
わ
会
（
香
椎
東
校
区
）

　

会
長　

清
水　

正
則

　

リ
ー
フ
タ
ウ
ン
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
葉
校
区
）

　

会
長　

大
渕　

章

　

あ
そ
ぼ
う
会
（
香
椎
浜
校
区
）

　

会
長　

加
茂　

美
智
子

　

萩
原　

則
男

　

万
年
青
会
（
城
浜
校
区
）

　

阿
部　

千
鶴
子

　

第
九
福
寿
会
（
筥
松
校
区
）

　

山
﨑　

善
孝

　

第
3
明
寿
会
（
箱
崎
校
区
）

　

野
中　

咲
子

　

若
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
香
椎
校
区
）

　

橋
口　

陽
一

　

香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
香
椎
校
区
）

　

岩
﨑　

隆
一

　

ひ
ま
わ
り
会
（
城
浜
校
区
）

　

山
路　

近
彦

　

第
４
高
寿
会
（
舞
松
原
校
区
）

　

小
野　

文
義

　

平
成
会
（
和
白
東
校
区
）

　

有
木　

一
夫

　

浜
松
会
（
馬
出
校
区
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
長

　

吉
村　

泰
治

　

第
五
福
寿
会
（
筥
松
校
区
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

第
一
福
寿
会

　
　
　
　
　
（
筥
松
校
区
）
　

会
長　

勝
目　

孝
夫

平
成
28
年
度 

各
種
表
彰
受
賞
者
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『
あ
か
つ
き
』
に
エ
ー
ル
を

舞
松
原
校
区
　
あ
か
つ
き
会
　
田
尻
　
和
馬

先
生

名
島
校
区
　
松
崎
第
三
松
寿
会
　
白
水
　
智
子

日
の
出
間
近
、
う
っ
す
ら
と
明

る
く
な
っ
た
東
の
空
に
、
ひ
と
き

わ
明
る
い
星
が
現
れ
、
昇
っ
て
く

る
太
陽
を
先
導
す
る
か
の
よ
う
に

西
へ
と
進
み
ま
す
。
や
が
て
日
が

昇
り
、
明
る
く
な
っ
た
空
に
溶
け

込
ん
で
い
き
ま
す
。こ
の
星
が「
明

け
の
明
星
」
で
す
。
そ
し
て
あ
る

と
き
は
、
太
陽
が
沈
み
、
ま
だ
薄

明
る
い
西
の
空
に
、
一
番
星
と
し

て
現
れ
、
太
陽
の
後
を
追
う
よ
う

に
地
平
線
に
消
え
て
い
き
ま
す
。

他
の
多
く
の
星
た
ち
が
、
こ
れ
か

ら
輝
き
を
増
そ
う
と
す
る
と
き
姿

を
消
す
の
で
す
。
こ
の
星
が
「
宵

の
明
星
」
で
す
。

数
年
前
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
を
し
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
昔

遊
び
を
小
学
生
に
伝
え
る
と
い

う
行
事
が
あ
っ
た
。
男
性
は
コ

マ
回
し
、
タ
コ
あ
げ
、
竹
と
ん

ぼ
な
ど
、
女
性
は
お
手
玉
、
毬

遊
び
、
折
り
紙
な
ど
を
教
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
か
夕
か
短
時

間
し
か
人
目
に
触
れ
な
い「
明
星
」

は
「
金
星
」
の
別
名
で
す
。
欧
米

で
は
美
の
女
神
と
同
じ
「
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
金
星
、

明
星
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ど
れ
を
と
っ

て
も
い
い
名
前
で
す
。
わ
れ
わ
れ

の
「
地
球
」「
ア
ー
ス
」
と
は
雲

泥
の
差
で
す
。

金
星
は
地
球
よ
り
や
や
小
さ

く
、
太
陽
の
惑
星
と
し
て
地
球
の

1
つ
内
側
の
軌
道
を
回
っ
て
い
ま

す
。
地
球
と
兄
弟
星
で
あ
り
、
両

者
が
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
双
子
星
」
と
さ
え
い
わ
れ
ま
す
。

あ
る
と
き
宵
の
明
星
を
望
遠

特
技
の
な
い
私
は
、
赤
い
極
太

の
毛
糸
を
持
参
し
て
あ
や
と
り

な
ら
と
参
加
し
た
。
教
室
で
は
、

約
20
名
の
1
年
生
か
ら
「
先
生

今
日
は
」
と
可
愛
い
あ
い
さ
つ

を
さ
れ
、
ど
ぎ
ま
ぎ
す
る
。

ま
ず
は
「
ハ
シ
ゴ
」、
こ
れ
は

全
員
ク
リ
ア
。
次
は
「
ほ
う
き
」。

半
分
く
ら
い
は
で
き
た
が
、
途

中
で
分
ら
ず
泣
き
出
し
そ
う
に

な
る
も
、
丁
寧
に
教
え
る
と
や
っ

と
で
き
、
お
母
さ
ん
に
教
え
る

と
い
う
子
も
。
先
生
次
は
と
催

促
す
る
子
も
い
た
。

先
生
、
先
生
、
な
ん
と
快
い

響
き
だ
ろ
う
。
ひ
孫
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
心
が

和
ん
だ
素
晴
ら
し
い
1
日
。

私
が
小
学
生
の
時
「
女
教
師

ン
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
た
め
、
金
星

を
回
る
衛
星
に
な
り
損
な
い
、
太

陽
を
回
る
軌
道
上
を
浮
遊
し
て
い

た
衛
星
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
誘
導

し
、
見
事
、
目
的
の
金
星
を
回
る

軌
道
に
投
入
し
た
の
で
す
。
衛
星

の
名
は
『
あ
か
つ
き
』
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
偶
然
、
わ
れ
わ
れ
の

老
人
ク
ラ
ブ
名
が〝
あ
か
つ
き
会
〟。

同
じ
名
前
の
衛
星
に
関
心
を
示
さ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

〝
あ
か
つ
き
〟
は
２
０
０
０
日

の
探
査
が
可
能
と
さ
れ
、
金
星
探

査
結
果
が
地
球
の
生
い
立
ち
解
明

に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
浮
遊
し

て
い
た
5
年
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

べ
く
頑
張
っ
て
探
査
を
続
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
年
の
初
め
に
当
た

り
、
両
〝
あ
か
つ
き
〟
に
『
ガ
ン

バ
レ
！ 

ガ
ン
バ
レ
！ 

』
と
声
援

を
送
り
ま
す
。

の
記
録
」
と
い
う
本
に
出
会
い
、

先
生
と
い
う
職
業
に
憧
れ
た
。

だ
が
、
戦
時
中
の
女
学
校
で
は

勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
軍
需

工
場
に
動
員
さ
れ
、
も
ん
ぺ
を

は
き
、
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を
し

め
て
軍
機
の
部
品
づ
く
り
に
参

加
し
た
。
学
力
の
な
い
ま
ま
卒

業
し
た
の
で
先
生
は
諦
め
た
が
、

努
力
し
て
先
生
を
選
べ
ば
良

か
っ
た
か
な
と
、
ひ
そ
か
に
後

悔
し
た
1
日
で
あ
っ
た
。

鏡
で
の
ぞ
い
て
驚
き
ま
し
た
。
な

ん
と
三
日
月
状
に
見
え
た
の
で

す
。
一
瞬
、
目
を
疑
い
ま
し
た

が
、よ
く
考
え
る
と
太
陽
、金
星
、

地
球
の
位
置
的
関
係
か
ら
三
日

月
状
に
見
え
る
の
で
す
。
金
星

が
非
常
に
明
る
く
見
え
る
の
は

雲
が
あ
る
か
ら
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
雲
た
る
や
、
な

ん
と
「
硫
酸
の
雲
」
で
す
。
主

成
分
が
Ｃ
Ｏ　
（
炭
酸
ガ
ス
）
の

大
気
も
存
在
し
、
気
圧
は
90
気

圧
で
す
。
さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
、

地
表
で
も
強
風
が
吹
き
、
温
度

は
４
７
０
℃
と
、
錫
、
鉛
な
ど

も
溶
け
る
高
温
で
す
。
こ
れ
が
、

現
在
知
ら
れ
て
い
る
金
星
の
姿

で
す
。

一
昨
年
12
月
、
テ
レ
ビ
・
新
聞

が
「
金
星
探
査
衛
星
投
入
に
成
功
」

と
報
じ
ま
し
た
。２
０
１
０
年
メ
ー

2
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美
し
く
・
老
い
た
い
な
あ
!!

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

毎
年
、
夏
、
冬
休
み
に
娘
一
家
が

帰
省
す
る
。
久
し
振
り
に
会
う
孫

2
人
の
成
長
ぶ
り
が
楽
し
み
で
あ

る
。
手
土
産
持
参
で
、
叔
母
や
弟
一

家
へ
あ
い
さ
つ
回
り
に
行
く
こ
と
も

恒
例
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
時
、
弟
宅
の
玄
関
を
入
る

時
、
娘
か
ら
「
お
母
さ
ん
、
背
中

曲
が
っ
て
い
る
よ
。背
中
の
ば
し
て
」

と
、
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私

は
ド
キ
ッ
と
し
た
。
今
は
亡
き
母

に
私
が
言
っ
て

き
た
言
葉
と
同

じ
だ
っ
た
の
だ
。

自
分
で
は
気
を

つ
け
て
背
中
を

の
ば
し
て
行
動

し
て
い
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
、ふ
と
、

何
気
な
い
動
作

に
で
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

高
齢
化
社
会
で
、
テ
レ
ビ
で
一
昨

年
福
岡
県
で
は
、
１
０
０
歳
を
超

え
た
人
が
２
９
２
９
名
お
り
、
女

性
が
大
半
で
あ
る
と
放
送
さ
れ
て

い
た
。

私
は
思
う
。
歳
は
と
っ
て
も
元

気
で
美
し
く
あ
り
た
い
。
誰
も
が

歳
を
重
ね
る
と
白
髪
も
出
る
し
、

し
わ
も
増
え
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な

美
人
で
も
例
外
で
は
な
い
。
で
は
、

ど
う
し
た
ら
元
気
で
美
し
い
女
性

と
し
て
過
ご
せ
る
の
だ
ろ
う
か
?

わ
か
く
さ
会
の
健
康
講
座
で
、

健
康
運
動
指
導
士
の
H
先
生
が

「
元
気
で
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、

筋
肉
を
使
う
こ
と
で
す
。
人
間
の

体
に
は
６
０
０
の
筋
肉
が
あ
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
２
０
０
の

筋
肉
を
動
か
す
。
笑
顔
は
顔
の
17

の
筋
肉
を
使
う
。
室
内
で
も
こ
れ

ら
の
筋
肉
を
動
か
す
運
動
は
で
き

る
の
で
す
」と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

あ
る
著
名
人
は
「
歳
を
重
ね
て

も
美
し
い
女
性
に
な
る
こ
と
は
で

き
る
。
そ
れ
は
姿
勢
で
す
。
背
筋

を
シ
ャ
ン
と
伸
ば
し
姿
勢
を
正
す

と
、
70
歳
で
も
80
歳
で
も
努
力
次

第
で
美
し
く
見
え
る
。
姿
勢
を
正

せ
ば
心
も
シ
ャ
ン
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
は

『
顔
色
は
心
の
反
映
で
あ
る
。
美
し

い
姿
勢
は
体
だ
け
で
な
く
心
も
美

し
い
』
と
」
言
っ
て
い
た
。

さ
あ
!! 

今
日
か
ら
背
筋
を
シ
ャ

ン
と
伸
ば
し
て
、
適
度
の
運
動
で

筋
肉
を
動
か
し
、
笑
顔
で
少
し
で

も
他
者
の
た
め
に
尽
く
せ
る
日
々

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。
そ
の
先

に
美
し
く
老
い
た
い
な
あ
!! 

と
願

い
な
が
ら
。
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第 20回

舞
松
原
校
区
　
東
水
谷
ひ
ま
わ
り
会

 

会
長
　
菅
　
邦
雄

舞
松
原
校
区
の
歴
史

開発前の旧国鉄操車場跡２

開
発
前
の
旧
国
鉄
操
車
場
跡
１

　

舞
松
原
校
区
は
、
旧
香
椎
校
区
か
ら
多
々

良
校
区
に
連
な
る
雑
木
林
の
丘
陵
地
帯
が
昭
和

36
年
頃
か
ら
宅
地
造
成
さ
れ
、
急
速
に
個
人
住

宅
と
団
地
が
混
在
す
る
新
興
住
宅
地
と
な
っ
た

の
で
す
。

　
昭
和
40
年
頃
、
ま
だ
当
地
区
の
住
宅
建
設
が

進
む
中
、
細
長
い
地
理
的
関
係
か
ら
東
側
の
舞

松
原
新
町
地
域
は
多
々
良
小
学
校
校
区
に
、
西

側
の
水
谷
地
域
は
香
椎
小
学
校
校
区
、
中
間

の
香
椎
ヶ
丘
地
域
は
名
島
小
学
校
校
区
に
と
3

校
区
に
分
散
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
44
年

か
ら
若
宮
校
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま

り
、
住
宅
建
設
も
急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、
若
宮
校

区
の
立
ち
上
げ
に
は
そ
う
年
数
は
要
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
児
童
数
も

増
え
て
、昭
和
46
年
に
若
宮
小
学
校
が
開
校
し
、

多
々
良
小
、
名
島
小
、
香
椎
小
に
分
離
通
学
し

て
い
た
児
童
た
ち
は
、
若
宮
小
学
校
に
一
本
化

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
自
治
連
合
会
も
昭
和
51
年
に

若
宮
校
区
に
統
合
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も

児
童
数
は
増
え
続
け
、
舞
松
原
地
区
に
も
小
学
校

建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
先
人
た
ち
の
熱
心
な
努

力
に
よ
り
、
昭
和
52
年
4
月
に
舞
松
原
小
学
校
が

若
宮
小
学
校
よ
り
分
離
し
開
校
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
自
治
連
合
会
も
独
立
し
て
舞
松
原
自
治
連

合
会
が
9
自
治
会
で
結
成
さ
れ
た
の
で
す
。
昭
和

56
年
に
は
13
自
治
会
に
増
え
、
舞
松
原
校
区
の
建

設
に
弾
み
が
つ
き
加
速
し
ま
し
た
。

　
昭
和
56
年
に
は
校
区
の
ほ
ぼ
中
央
の
水
谷
地
区

に
地
域
の
社
会
学
習
の
要
と
な
る
舞
松
原
公
民
館

が
、
福
岡
市
で
は
97
番
目
、
東
区
で
は
17
番
目
の

近
代
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
と
し

て
開
設
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
公
民
館
も
老
朽

化
し
手
狭
に
な
り
、
平
成
15
年
に
現
在
地
に
老
人

い
こ
い
の
家
を
併
設
し
て
移
転
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
1
年
間
に
ト
ー
タ
ル
約
2
万
人

の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
り
、
福
岡
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
増
す
る
人
口
を
受
け

入
れ
発
展
し
て
き
た
舞
松
原
校
区
。
そ
の
西
側
に

位
置
す
る
水
谷
地
区
は
現
在
国
道
3
号
線
の
バ
イ

パ
ス
の
整
備
、
そ
し
て
香
椎
副
都
心
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
い
、
文
教
の
街
で
も
あ
り
ま
す
。
現

在
、
17
自
治
町
内
会
で
組
織
さ
れ
、
校
区
の
舵
取

り
を
担
う
自
治
協
議
会
。近
年
は
校
区
を
挙
げ
て
、

安
心
安
全
な
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
舞
松
原
校
区
は
新
興
住
宅
地
帯
の
た
め
、
歴

史
的
な
建
造
物
、
伝
統
行
事
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
唯
一
、
香
椎
ヶ
丘
緑
地
保
全
地
区
、

通
称
「
ど
ん
ぐ
り
山
」
の
頂
上
に
、
舞
松
原
古

墳
が
あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
の
調
査
で
4

世
紀
後
半
の
築
造
で
「
帆
立
貝
式
古
墳
」
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
古
墳
の
大
き
さ
は

円
丘
の
径
29
・
5
ⅿ
、
全
長
37
ⅿ
、
高
さ
4
・

5
ⅿ
で
上
か
ら
見
る
と
帆
立
貝
の
形
を
し
て
い

ま
す
。
出
土
品
は
鉄
の
斧
、
鍬
先
、
鎌
等
が
あ

り
埋
葬
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
埋
葬
は
竪
穴
を
掘
り
、
木
棺
を
直
接
納
め

る
「
木
棺
直
葬
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
東

区
に
あ
る
古
墳
の
中
で
も
最
も
大
き
く
、
当
時

こ
の
地
域
を
治
め
て
い
た
首
長
の
墓
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
切
に
保
存
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
く
べ
き
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

緑と歴史を感じる古墳の森
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サービスの対象者

① 65歳以上で福岡市に介護保険料を納めている方
②健康状態・身体状況に不安があり、緊急時における
連絡手段の確保が困難なひとり暮らしの方、または
これに準ずる方

　家の中で急病や事故などの緊急事態におちいった
とき、胸にかけたペンダントか本体機器のボタンを
押せば「受信センター」へ自動的に通報する機器を
自宅の固定電話にとりつけます。
　緊急時には「受信センター」から消防局や近隣の協
力員などに連絡して生活の安全を守ります。（協力員
は申請時に原則として 2名、登録をお願いします）
　また、緊急時以外にも相談を
お聞きして、日常生活での不安
を解消します。
　これらの緊急通報用機器を貸
与、もしくはレンタル・給付し
ます。

サービスの内容

　在宅のひとり暮らしの高齢者などに対し、火災警報
器、自動消火器、電磁調理器の３品目を給付し、日常
生活の便宜を図ります。

サービスの内容

　市内に居住する65歳以上で、次のいずれかに該当する人
① 火災警報器… 寝たきりの高齢者、ひとり暮らしの高齢者、

これに準ずる世帯
② 自動消火器… 寝たきりの高齢者、ひとり暮らしの高齢者、

これに準ずる世帯
③電磁調理器…高齢者のみの世帯、これに準ずる世帯

サービスの対象者

費用（毎月の利用者負担額）

介護保険料の所得段階 利用者負担額

第 1～３段階 貸
与 0 円

第 4・５段階 レ
ン
タ
ル

930 円
給
付

17,280 円
第 6・7段階 930 円 28,080 円
第 8段階 930 円 38,880 円
第 9～13 段階 930 円 43,200 円

費用（市の助成率）

（介護保険料段階）利用世帯の階層区分 助成率

第１段階 A 生活保護受給者、支援給付対象者、市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者 100％

B「第１段階A」に該当しない第１段階の方 90％
第２・３段階 90％
第４・５段階 60％
第６・７段階 35％
第８段階 10％
第９～13段階 助成対象外

品目 機種単価（平成 28 年度）

給付
火災警報器 3,900 ～ 17,325 円 　
自動消火器 21,000 ～ 29,400 円 　
電磁調理器 13,000 円 　

高齢者在宅生活への支援

1、緊急通報システム 2、日常生活用具

東区保健福祉センター  福祉・介護保険課  高齢者福祉係 TEL：092-645-1071【お問い合わせ先】

福岡市では、高齢者の方が安全・安心に暮らしていただける
よう、様々なサービスを行っておりますが、その中から 2 つ
ご紹介させていただきます。

※第１段階の A、Bという区分は、当該事業独自の区分になります
※下記の機種単価に上記助成率を乗じた額が助成額となります
　 （１円未満切り上げ）

15

活用しましょう！
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災
害
に
負
け
ず
が
ん
ば
れ
フ
レ
ー
フ
レ
ー

三
苫
校
区
　
第
一
福
寿
会
　 

落
石
　
フ
ジ
子

夢
の
間
に
長
寿
と
な
り
て
年
迎む

か

ふ

美
和
台
校
区
　
鶴
寿
会
　 
花
田
　
千
代
　

松し
ょ
う
ら
い籟

の
終ひ

ね
も
す日

惜
し
む
行
く
年
ぞ

和
白
東
校
区
　
第
二
高
寿
会
　 

空
閑
　
昭
蔵
　

寒か
ん
げ
つ月

に
追
わ
れ
て
は
や
し
親
子
影

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

山
下
　
聖
夫
　

秋
雨
に
紘
子
し
の
び
て
L
P
を
聴
く

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

中
津
　
守
　
　

一
病
に
負
け
じ
と
思
ふ
去こ

ぞ年
今こ

と
し年

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

柳
瀬
　
敏
子
　

老お

い
て
な
お
生
き
つ
ゞ
け
る
や
秋
深
し

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

古
賀
　
幸
子
　

煌こ
う
こ
う々

と
照
る
月
仰
ぐ
十
三
夜

城
浜
校
区
　
さ
ざ
な
み
会
　 

竹
下
　
伊
都
子

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ま
わ
り
も
共
に
五さ

つ
き月

晴
れ

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会
　 

小
嶋
　
華
代
　

ブ
ゥ
ー
を
し
て
ビ
ッ
ク
リ
泣
き
出
す
赤
ん
坊

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

山
下
　
聖
夫
　

シ
ニ
ア
会
映
画
の
人
気
は
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

中
津
　
守
　
　

お
幾い

く

つ
を
微わ

ら
い笑

に
返
す
誕
生
会

青
葉
校
区
　
土
井
団
地
第
二
区
明
生
会
　 
永
沼
　
一
成
　

初
春
や
葉
う
え
千
両
し
も
万
両

青
葉
校
区
　
土
井
団
地
第
二
区
明
生
会
　 

永
沼
　
一
成
　

何い

つ時
の
間
に
父
母
の
齢
越
ゆ
小
春
か
な

箱
崎
校
区
　
第
三
明
寿
会
　 

山
﨑
　
千
津
子

懐
か
し
や
こ
の
家
の
こ
の
隙
間
風

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ
　 

真
田
　
幸
代
　

赤
と
ん
ぼ
眼
で
追
う
て
ゐい

る
散
歩
か
な

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会
　 

山
下
　
政
子
　

梅
咲
き
て
メ
ジ
ロ
飛
び
交こ

う
小
春
日
の

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会
　 

増
山
　
好
　
　

紅
梅
の
枝
つ
ん
つ
ん
と
空
の
青

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り
　 

酒
見
　
ト
ミ
子

う
ら
ら
か
や
双
子
の
眠
る
ベ
ビ
ー
カ
ー

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り
　 

木
本
　
美
也
子

こ
の
道
を
ひ
た
す
ら
歩あ

ゆ

む
恵え

ほ
う方

か
な

東
箱
崎
校
区
　
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ

 

下
薗
　
節
子
　

買
物
の
ふ
く
れ
し
袋
師し

わ
す走

か
な

舞
松
原
校
区
　
第
一
栄
寿
会 

小
池
　
美
代
子

ポ
ツ
ポ
ツ
と
白
梅
開
く
深み

そ
ら空

あ
り

舞
松
原
校
区
　
第
二
栄
寿
会
　 
豊
丹
生
　
弘
子

小ち

さ
き
手
と
綾あ

や
と取

り
続
け
冬
初
め

舞
松
原
校
区
　
第
二
栄
寿
会
　 

末
安
　
寛
子
　

冬
鳥
の
列
ゆ
る
ゆ
る
と
遠
ざ
か
る

舞
松
原
校
区
　
第
二
栄
寿
会
　 

北
川
　
美
枝
子

聞き
き
こ
う香

の
う
つ
う
つ
夢
か
初は

つ
み
そ
ら

御
空

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会
　 

片
山
　
禎
美
　

春
浅
し
嘴は

し

交
す
鳩
バ
ス
停
に

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会
　 

中
川
　
章
子
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長
寿
を
ば
よ
ろ
こ
ぶ
身
内
あ
り
が
た
し

無ぶ

じ事
が
大だ

い
じ事

よ
孫ま

ご

子こ

等ら

の
た
め

美
和
台
校
区
　
鶴
寿
会
　 

花
田
　
千
代
　

長
谷
の
風
は
ほ
ゝ
な
で
秋
は
こ
ぶ

ケ
ー
プ
は
お
り
て
い
わ
し
雲
見
る

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 
田
中
　
和
子
　

亡
き
母
の
好
み
し
臘ろ

う
ば
い梅

・
千
両
を

床
の
間
に
活
け
寿こ

と
ほ

ぎ
に
け
り

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

山
下
　
聖
夫
　

ダ
ー
ツ
に
て
親
し
き
友
が
デ
イ
ケ
ア

快
復
願
い
プ
ル
を
ね
ら
い
ぬ

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

中
津
　
守
　
　

小こ
ざ
か
な魚

の
泳
ぐ
香
椎
川
の
浅
瀬
に
て

白し
ら
さ
ぎ鷺

一
羽
立
ち
て
動
か
ず

香
椎
東
校
区
　
香
友
会
　 

宮
邉
　
政
城
　

朝あ
さ
ど採

り
の
ト
マ
ト
夢
見
て
土
づ
く
り

わ
れ
を
励
ま
す
自
然
の
恵
み

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

山
口
　
康
弘
　

喜
寿
の
会「
ち
ゃ
ん
」「
君
」な
ど
と
飛
び
交か

い
て

秋
の
一ひ

と
ひ日

を
越
後
に
集
う

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会
　 

小
島
　
ム
ツ
　

麦
熟
る
る
畑
の
中
を
駆
け
抜
け
し

平
和
な
と
き
の
短
い
記
憶

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

 

小
﨑
　
恵
美
子

ア
ル
バ
ム
を
広
げ
初
恋
さ
が
せ
ど
も

お
ぼ
お
ぼ
し
か
る
春
の
日
受
け
ゐい

る

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会
　 

大
宅
　
弘
子
　

わ
が
庭
の
濃
き
紅べ

に

色
の
あ
ぢ
さ
ゐい

は

数あ
ま
た多

の
中
の
女
王
の
ご
と
し

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会
　 
江
頭
　
一
枝
　

温
か
き
心
と
心
輝
い
て

桜お
う
か花

の
春
を
み
な
健す

こ

や
か
に

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会
　 

小
嶋
　
華
代
　

良
き
友
の
あ
る
日
の
姿
心
な
る

秋
の
夕
暮
れ
寂
し
さ
あ
ふ
る

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会
　 

増
山
　
好
　
　

山
里
に
皆
と
楽
し
む
リ
ン
ゴ
狩
り

赤
い
ホ
ッ
ペ
に
そ
ま
る
笑
顔

城
浜
校
区
　
つ
つ
じ
会
　 

水
口
　
多
恵
子

卓
球
で
噴
き
出
す
汗
を
拭
き
な
が
ら

見
遣や

り
し
紫あ

じ
さ
い

陽
花
わ
れ
を
癒い

や

せ
り

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会
　 

石
堂
　
寛
子
　

び
ん
に
挿
す
濃
き
く
れ
な
い
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

忘
れ
し
頃
の
初
咲
き
一
輪

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会
　 

有
地
　
紀
美
子

大
小
の
つ
ぶ
や
き
聞
こ
ゆ
夜よ

の
厨

く
り
や

浅ア
サ
リ蜊

は
な
に
を
話
し
居い

る
や
ら

舞
松
原
校
区
　
高
寿
会
　 

伊
東
　
文
枝
　

あなたの原稿大募集！

◆広く会員の皆様が読まれるため、短歌 ･俳句には分かり
やすい季語を入れてください。

◆原稿には必ず氏名・校区名・所属クラブ名・住所・電話
番号を明記の上、事務局までお送り下さい。
（紙面の都合上、一部割愛させていただくことがあります。
 ご了承下さい）

短歌・俳句・川柳・五行歌 体験談（失敗談・感動体験など）

宛 先 東区ねんりんクラブ連合会事務局 ☎ 092-645-1074
〒812-8653 東区箱崎2丁目54-1
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円熟のステージを披
露

　
謹
ん
で
新
春
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
熊
本
地
震
か
ら
東
北
、
北
海
道
、
沖
縄
、

鳥
取
と
続
い
た
災
害
の
復
旧
、
復
興
。
そ

し
て
4
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

準
備
と
忙
し
い
日
本
列
島
で
す
…
。

　
皆
さ
ん
今
年
も
元
気
で
仲
良
く
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
方
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 

広
報
部
　
深
川
　
正
信

　
こ
の
た
び
は
、
東
区
ね
ん
り
ん

ク
ラ
ブ
だ
よ
り
へ
広
告
の
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発

行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

 

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

毎
年
恒
例
の

東
区
高
齢
者
演

芸
大
会
が
7
月

21
日
（
木
）、
東

市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

42
回
目
を
数
え

る
今
回
は
、
老

朽
化
に
よ
り
新

し
く
建
設
さ
れ

た
会
場
で
の
初

の
大
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

出
場
し
た
17
組

1
3
5
名
は
気

持
ち
を
ピ
リ
リ
と
引
き
締
め
舞
台
に

立
っ
て
い
ま
し
た
。
客
席
か
ら
は
演

技
を
後
押
し
す
る
声
援
が
飛
び
交
う

熱
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
東
区
会
員
増
強
運
動
特

別
賞
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
4
校
区
、

13
ク
ラ
ブ
が
表
彰
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。（
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

「男のまつり」蒲寿クラブ（多々良）

「これから小唄」美和会（美和台）

第42回東区高齢者演芸大会
東区ねんりんクラブ連合会会長賞

東区保健福祉センター所長賞

「
祭
り
女
の
渡
り
鳥
」

三
苫
第
二
福
寿
会
舞
踊
同
好
会
（
三
苫
）

東
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

「まつり」西戸崎まつり組（西戸崎）

東区長賞

が出演17組


